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が
、
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
つ

く
り
ま
す
。 

朝
ご
は
ん
は
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
て
「
栄
養
三
色
」
を

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。「
栄
養
三

色
」
と
は
、
食
品
が
体
の
中
で

ど
の
よ
う
に
役
立
つ
の
か
、
そ

の
働
き
に
よ
っ
て
、
働
く
力
に

な
る
「
黄
」
色
の
食
品
（
穀
類
、

い
も
類
、
油
脂
類
、
砂
糖
類
な

ど
） 
体
の
調
子
を
と
と
の
え

る
「
緑
」
色
の
食
品
（
緑
黄
色

野
菜
、
海
藻
類
、
そ
の
他
の
野

菜
、
果
実
類
な
ど
）
血
や
肉
に

な
る
「
赤
」
色
の
食
品
（
魚
介
、

肉
類
、
卵
類
、
牛
乳
、
乳
製
品
、

豆
製
品
な
ど
）
の
食
品
に
分
け

た
も
の
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
が
わ
か
り
や
す
く
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
黄
、
緑
、
赤
＝
６:

３:

１

の
分
量
で
摂
る
の
が
理
想
的
で

す
。
ま
ず
は
、
朝
食
で
栄
養
三

色
、
黄
、
緑
、
赤
を
そ
ろ
え
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。 

前
回
の
ふ
れ
あ
い
曽
山
医
院
で

も
「
三
十
分
早
く
起
き
て
み
ま

せ
ん
か
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、

三
十
分
早
く
起
き
て
朝
食
も
し

っ
か
り
食
べ
て
健
康
で
、
朝
の

時
間
を
大
切
に
味
わ
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

▼
ふ
れ
愛
交
差
点
よ
り
引
用 

（
介
護
福
祉
士 

向
谷
真
由
美
） 

母 の 日 に 想 う 

漢 方 入 門 
 「認知症」最近この病 

気が注目されております。 

 もの忘れは老化によっておこる単なる

歳のせいで誰にでも起こりえます。しか

し、認知症は脳や身体の疾患が原因で日

常生活に支障が出るほどのもの忘れがあ

る状態をいいます。 

 一般には記憶力や思考の低下といった

中核症状とそれに由来して起こる幻覚、

妄想、攻撃性といった周辺症状に区別さ

れ、最近は周辺症状に抑肝散（ヨクカン

サン）という漢方薬が効くことがわかっ

てきました。 

 抑肝散（ヨクカンサン）は肝のたかぶ

り（怒りや興奮などの精神症状）を抑え

る薬ということで名付けられ、もともと

小児によく使われていた処方ですが、現

代では年齢を問わず、興奮などの精神神

経症状につかわれております。 

 認知症では幻覚がある、興奮して抵抗

するといった症状や睡眠障害に効果が認

められております。 

 また、日常生活動作も改善され、身体

機能のアップが期待できる漢方薬として

注目されております。 

 ご家族のかたで、認知症の症状でお悩

みの方がいらっしゃいましたら、お気軽

にご相談下さい。 

１
日
の
ス
タ
ー
ト
は
、 

朝
ご
は
ん
か
ら
！ 

 

１
日
の
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を

き
る
う
え
で
朝
ご
は
ん
は
と
て

も
重
要
で
す
。
ま
ず
は
、
し
っ

か
り
と
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
朝
食
は
、
な
ぜ

大
切
な
の
か
。
三
つ
の
ポ
イ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。 

①
体
温
が
高
ま
り
、
脳
や
体
が

活
性
化
し
て
体
調
が
と
と
の
い

ま
す
。 

②
脳
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
補
給
さ

れ
、
イ
ラ
イ
ラ
や
集
中
力
の
低

下
な
ど
を
改
善
し
ま
す
。 

③
規
則
正
し
い
食
事
の
リ
ズ
ム

 ふれあい新聞５月号の原稿を書く事になり、何か良い

題材はないものかと同僚に尋ねたら、迷わず「母の日」

と返事が返ってきました。 

母の日･･･少しショックと言うか、ハッとした言うか、

ずいぶん長い間忘れていたような気がしました。３０年

前に母を亡くして、今まで子育てや人間関係で悩んだ時

「こんな時母だったらどうするだろう」「助けて欲しい」

「子供達を見せてあげたかった」と何度も思った事があ

ったのに、最近はどうして忘れていたのでしょう、それ

ほど毎日が慌しく過ぎていたのでしょうか。 

 私は出来る事なら、休日はベランダの鉢植で簡単な野

菜作り、雨の日や夜は読書や編物をしてゆったりとした

時間を過ごしたいと思っています。実家で眠っていた文

学全集を少しずつ開いてみましょう。父が着ていたセー

ターをほどいて、冬にはベストに編み直しましょうか。

そして母の日には、母が好きだった「ちらし寿司」を娘

と一緒に作りましょう。両親より長生きし、両親が教え

てくれた事を一つでも多く子供に伝える事が出来れば

と願います。 

 私が思いつくのはこの程度、どうですか、時々思い出

すだけでもいいですよね。そう両親に問いかけます。 

 「母の日」ありがとう。６月の

「父の日」にありがとう。そして

この思い出の機会を与えてくれ

た同僚にありがとう。 

（医療事務 赤松陽子） 


